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　In this research, the basic definition of abuse of persons with disabilities is based on the 
“Disability Abuse Prevention Law” and the “Disaster Abuse Status Survey Report”, conducted 
in 2015. Further detail will be given to this using research that shows the most common abuse 
problems and the actual state of abuse prevention in practice. Furthermore, this report examines 
eugenic thought on persons with disabilities, who were historically viewed as a problem. The 
essential nature of human malice, which is thought to have caused the mass killing of people with 
disabilities in Sagamihara, will also be explored.
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　その約 6 年後、2011（平成 23）年「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関
する法律」（以下、「障害者虐待防止法」）が成立し、翌 2012（平成 24）年 10 月から施行された。
この法律も2006年の国連「障害者権利条約」の批准に向けた国内法及び制度の整備でもあった。
その後、2013（平成25）年「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（以下、「障害者









　障害者虐待防止法の「第 2 条 2「障害者虐待」とは、養護者による障害者虐待、障害者福祉施
設従事者等による障害者虐待及び使用者による障害者虐待をいう」と定義されている。（注：筆者
アンダーライン）以上の内容についての補足的な説明として、第2条3において養護者とは、親や
家族親族を含めた現に障害（児）者を養護する者である。後の第 2 条 4 に障害者福祉施設従事者





２）【障害者虐待の種類（類型）】（第 2 条 6 より）






身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 放棄、放置 経済的虐待 合計
件数 993 65 505 256 409 2,228  
構成割合 62.3% 4.1% 31.7% 16.1 % 25.7% ─
（注：構成割合は、虐待判断事例件数 1,593 件に対するもの）
表２　障害者福祉施設従事者による虐待行為の類型（複数回答）
身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 放棄、放置 経済的虐待 合計
件数 197 48 139 18 26 428
構成割合 58.1% 14.2% 41.0% 5.3% 7.7% —
（注：構成割合は、虐待判断事例件数 339 件に対するもの）
　　　（出典： 虐待行為の類型の割合（％）は、『平成 27 年度「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対
する支援等に関する法律」に基づく対応状況等に関する調査結果報告書』（厚生労働省：平
成28年12月報告）において養護者及び福祉施設従事者の障害類型の虐待件数のデータ（表


















































































































































別（複数回答）には、「身体的（62.3％） ＋性的（4.1％） ＋心理的（31.7％） ＋放棄・放置（ネグ
レクト）（16.1％） ＋経済的 （25.7％）」（複数回答）の合計割合では、「身体的」と「心理的」、「経
済的」虐待が上位3位を占めているが総体として約140％ （＝139.9％） という結果を示している。














　『障害者白書』（平成 28 年度版）によれば、障害者の総数 860.2 万人であり、その内訳として、
身体障害児・者 （393.7 万人）、知的障害児・者 （74.1 万人）、精神障害者 392.4 万人（平成 23 年度
「生活のしづらさ調査」 及び平成26年 「患者調査」 等から） で、国民のおよそ6.7％ （約7％） が何
らかの障害を有していると報告されている。したがって、各障害者の占める割合は、「身体障害





者（569 名：重複障害を含む為、複数回答） の障害種別割合には、知的障害 （83.3％）、身体障害 
（16.7％）、精神障害 （8.8％）、発達障害 （2.3％） と報告されていた。
　つまり、障害種別全体の割合と比較しても、約1割 （＝約9％） 程度を占める「知的障害者」が








　「養護者」から虐待を受けた被虐待者 （1,615 名）全体における性別割合は、男性 4 割（36.5％ 





　「施設従事者」から虐待を受けた被虐待者（569 名） の性別割合の報告は男性 66.4％（378 人）、
女性33.6％ （191人） であり、約７割が男性であり、約3割が女性であった。障害支援区分と行動
障害の有無による傾向として、障害支援区分のある者が全体の 7 割 （70.5％） でありその中でも 
「区分 6」（最重度） が 24.3％で最も多い割合を示した。さらに行動障害者の有無でみた場合には、
















































































































































































































団体からは激しい批判を受けている。しかし、それにも関わらず、附則第 10 条に「5 年後の修
正」を変更して、「3 年を目途として」見直し条項まで含め強引な法改正を進めようとすること
は精神障害者に対する極めて恣意的な社会状況（環境）を形成する危険性のある法改正となるこ




















































（4） 語源としては「初 16c；ラテン語neglectus（無視した）より。「neg- （……しない＝not） + -lect （集める） ＝集めな
い・拾わない」➟「おろそかにする」（参照『ジーニアス英和大辞典』大修館書店）
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